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１　日本経済をとらえるフレーム

（1） 短期的な景気循環の波（図表１）

　　　（２）バブルの崩壊とそこからの立直り（図表２，３）

（3） より長期的な構造変化

２　２００２年からの景気回復

（1） 輸出主導の回復（図表４）

（2） 企業部門の好調と設備投資の増加（図表５）

（3） 家計部門への波及の遅れと２００４年後半の停滞

　　　　　　　　　　　　　　　　　（図表６，７，８，９）

３　景気の現局面

（1） 雇用非正規化の頭打ちと賃金の回復（図表４，７，８，９）

（2） シリコンサイクルの底打ち（図表１０）

４　今後の課題

（1） 非正規雇用者の拡大と条件格差（図表１１）

（2） 世界経済の動向と経済政策

（3） ２００６年度の経済見通し（図表１２）

　　　　　参考図表

（図表１）　　戦後日本の景気循環

（図表２）　　不良債権の推移

（図表３）　　物価の動向

（図表４－１）実質成長率の推移（四半期別）

（図表４－２）実質成長率の推移（年度別､半期別）

（図表５）　　企業収益の推移

（図表６）　　完全失業率､有効求人倍率の推移

（図表７）　　常用雇用の推移（一般､パート別）

（図表８－１）現金給与総額の推移

（図表８－２）定期給与の推移とパート比率の構成比効果

（図表９）　　労働分配率

（図表１０）　通関輸出総額と半導体等電子部品輸出の最近の推移

（図表１１）　非正規雇用者比率の上昇

（図表１２）　連合総研の２００６年度経済見通し

